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長谷川存古先生を送る
青山 隆
長谷川存古先生は、 2008年 3月31日をもって関西大学を定年退職され
名誉教授となられた。先生は 1965年京都大学経済学部を卒業され一旦実
社会で職に就かれるが、英語研究への思い断ち難く 1968年大阪大学大学
院文学研究科英語学専攻修士課程に入学。 1972年に修士論文 "Studiesin 
the Progressive Form of English"を書かれて同大学大学院博士課程に進学。
1975年に同博士課程を修了後、桃山学院大学に専任講師として奉職され
1978年には助教授となられた。翌年 1979年に関西大学文学部英文学科に
助教授として迎えられ、 1986年以後は関西大学文学部英文学科（現、総
合人文学科英語英文学専修）教授として教育と研究に邁進されて今日の定
年を迎えられた。
先生は大阪大学大学院時代に毛利可信教授の薫陶を受け、以来恩師とし
て仰がれた。先生の英語学学者としての理論的拠り所は語用論であり、そ
れに依拠した意味論であった。先生の長年に亘る研究の成果は 2002年に
関西大学出版部より刊行された著書『語用論と英語の進行形jに見事なま
でに結実され、長谷川先生でなくては出来ない言語学的緻密さをもって語
用論の立場からの英語進行形分析がなされている。素晴らしい長谷川英語
学の集大成であった。
さて、私が長谷川先生と初めて面識を得たのは、 1988年今は関西大
学をご退職されて名誉教授となっておられる哲学科の竹尾治一郎教授を介
してでした。私は当時他大学に奉職しておりましたが、竹尾教授とこ退職
されて今もなお論文執筆に余念のない文学部英文学科教授であられた織田
稔先生、そしてご退職されましたが教育学科で「ドイツ心理学」を講じら
れ言語行動の機構に関する研究に取り組んでおられた中島巌教授（現、名
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誉教授）が主宰されていた「自然言語理解談話会」に出席させて頂くこと
になったことからでした。この会で初めて私は長谷川先生にお目にかかり
ました。縁あって私も翌年に関西大学英文学科の一員として教鞭を執る身
になりましたが、以後二十年間、公私にわたり長谷川先生にはお世話にな
りました。
長谷川先生は「日本英語学会」の評議員を長年務められ、日本英語学
会の発展に寄与されました。また、先生は「関西大学英語学研究会」（現、
「関西大学英語学会」）を織田稔教授と今はご退職され名誉教授となってお
られる豊永彰教授と共に立ち上げ、織田教授、豊永教授の後を受けて関西
大学英語学研究会の会長として関西大学での英語学研究の発展と研究会の
運営にも全力を尽くされました。先生はまた英語英文学科人事委員として
も活躍され、またご退職になる迄の 2年間は関西大学大学院文学研究科英
文学専攻の運営委員として大学院の発展の為にも寄与されました。
長谷川先生、 29年もの長きにわたり関西大学の英語学・英語教育
の為にご尽力いただき、はたまた、現在の英語英文学専修の隆盛のために
ご尽力いただきましたこと、誠にありがとうございました。私達英語英文
学専修一同心より御礼申し上げます。関西大学ご退職後は、どうかお元気
でご健康に留意され更なる長谷川英語学のご研究とそのご執筆にあたられ
ますように。願うらくは、四十年近きにわたって先生を影で支えられて来
られたお優しい奥様と悠々自適の生活を楽しまれますように。そして、た
まには私達のことも思い出されて関西大学まで足を運んでいただきますよ
うに。私たちは長谷川先生の私達に対する叱咤激励を待ち望んでおります。
長谷川先生、関西大学での長きにわたるご奉職、本当にご苦労さまでござ
いました。
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